
介護福祉実習Ⅱ評価 

 

＜実習記録 60 点＞ 

実習日誌（23点）/60 点 

介護過程課題（30点）/60 点 

情報収集（10 点）/30 点 

5 6 8 10 

情報収集をしている

が、多くの情報が付

属しており分類も不

十分である。 

 

※分類とは ICF の

ことである。 

情報収集し、分類を

行っているが、余白

が 50%以上ある。 

記載されている情報

について質問する 

が、情報不足により 

答えられない。  

情報収集し 分類も

適切に行われ 余白

は 20 から 30%であ

る まる 記載されて

いる情報について 

質問すると答えるこ

とができる。  

ニーズを抽出する上

で十分な情報収集が

できている。情報も

丁寧に整理され、利

用者像が容易にイメ

ージできる。 

アセスメントからニーズ抽出 （10 点）/ 30点 

5 6 8 10 

事実のみが列記され

ている。  

根拠・原因、予測に

ついて記載があるが 

その記載は不十分で

あり、情報の統合化

ができていない。そ

のためニーズの妥当

性にかける。 

根拠・原因、予測が

十分に検討されてい

るが、情報の統合化

が不十分であるため 

ニーズの妥当性にや

や疑問が残る。  

根拠・原因、予測が

十分に検討されてお

りニーズも明確であ

る。 

目標～計画立案（10 点）/ 30点 

5 6 8 10 

ニーズ＝目標と同様

の文言となっており

工夫が見られない。

計画の内容は抽象的

である。 

目標は適切であるが 

計画は目標が達成で

きる内容となってい

ない。抽象的で具体

性に欠ける。 

達成可能な目標であ

り同時に計画内容も

目標に沿っており具

体的に記載されてい

るがやや個別性にか

ける。 

達成可能な目標であ

ると同時に点計画の

内容も 具体的で個

別性がある。5 W 1 H

で表現され内容も再

現されやすい。 

※計画立案ができていて目標のみに課題がある場合は計画の内容によって 6 か 8とする。 

 

    0 0.25 0.5 1 

施設に提出していて

も、翌日になっても 

教員への日誌の提出

がない。 

実践内容しか書いて

おらず、内容が乏し

く、書き直しが必要

である。 

目標に沿った、がで

きているが、誤字脱

字が複数ある。また

は不適切な記述があ

る。 

目標に沿った考察が

でき、誤字脱字 1～2

か所程度である。 次

回の目標も明確にし

ている。 



総合（7 点） 

4 6 7 

期限内に提出したが、誤字 

脱字が多く余白も目立つた

め、書き直しの必要がある。  

期限内に誤字脱字なく実習

の総括ができている。一般

的な記述が多く、自分自身

の考えが少ない。 

期限内に誤字脱字なく、実

習の総括が適切になされて

いる。 

 

＜学修態度 30 点＞ 

ふだんの態度（10 点） 

0 6 8 10 

日誌の提出が遅く 

指導者に提出する前

に提出しないことが

ある。遅刻するなど

ルールが守れない。  

日誌の提出が遅れる

ことが実習期間中 

1-回あったが、遅刻

はない。学習の取り

組みに対してやや 

意欲にかける。 

日誌の提出遅れ、遅

刻もない。巡回の時

の様子から意欲が窺

える。積極的で指導

者や脅威に質問もあ

る。 

日誌の提出遅れ、 遅

刻もない。巡回の時

の様子から、意欲が

伺える。積極的で指

導者や教員に質問も

あるが、自己学習等

探求心がある。 

カンファレンス（10 点） 

6 6.5 8 10 

カンファレンスに参

加した。 

声が小さくて地震が

ない様子で、計画の

内容がうまく伝えら

れない。  

声も大きく、自分の

意見を伝えることが

でき、職員等の意見

を求めることができ

た。 

声も大きく、自分の

意見を伝えることが

でき、課題について 

ディスカッション 

できた。 

反省会（10点） 

6 6.5 8 10 

準備ができておら

ず、その場で考えて

意見を述べた。 

紙に書いているが整

理されていない。 反

省文になっている。  

発表内容を整理して

おり、実習の目標に

合わせて、目標の達

成度について発表す

ることができた。 

実習の目標に合わせ

て、目標の達成度に

ついて発表すること

ができた。紙に書い

ているが自分の言葉

で表現している。 

 

＜実習評価 B（10 点）＞ 

5 6 8 10 

実習評価できないと

いう回答があった。  

A 評価が 5 以下。 A 評価が 6 から 8 C 

評価の有無は問わな

い。 

A 評価が 9 以上 C 

評価の有無は問わな

い。 

実習評価 Aは評価得点として加算しないが、学生との面接において Aと B とその他の評価

と合わせて利用する。 


